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2009年9月30日（日本時間）に発生したサモア諸島沖地震津波について，トンガのニウアトプタ
プ島において津波痕跡調査を実施した．この島は津波で甚大な被害を被り，３つの村で約半数の
家屋が被災した．我々はまず，住民にインタビューして地震や津波の様子を確認した．さらに，
証言に基づいて津波痕跡（壁に残された跡，木に残された傷，地上に残された津波堆積物など）
を確認し，津波の浸水距離，遡上高，浸水深を測定した．調査は島のほぼ全周で実施できた．津
波の高さは，震源に面した島の北東から南の海岸線に沿って特に大きかった．最大浸水距離と遡
上高はいずれも島の南部で最大となり，それぞれ，海岸から910m，平均海水面から16.9mであ
った．一方，村が点在する島の北西部では，津波の遡上高は4-6m，浸水距離は200-500mであっ
た．北東に突き出した半島部では，特に森林の浸食が顕著であった．津波の流れによってすべて
の木々が土壌ごとはぎ取られ，その跡には主に化石珊瑚片からなる砂や暦が一面に残されてい
た．こうした海岸浸食や珊瑚片の集積は，南部にいたる海岸部一帯で確認された．証言によれ
ば，津波は３回来襲し，最後の３波目が最も大きかったようである．ほとんどの住民は，地震に
よる強い揺れを感じてもその後の津波を意識していなかった．しかし，１波目を目撃してから逃
げたり，海から聞こえる異常な音に気がついてから逃げたりして助かった人が多かった．今回の
津波はトンガでは初めての被害をもたらす津波であった．ニウアトプタプ島で起きた津波災害
は，同国にとって，次の津波に備えるための津波防災教育を進める契機になったようである．
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